
第４３回司法制度研究集会

日本民主法律家協会・第43回司法制度研究集会実行委員会
160-0022  東京都新宿区新宿1-14-4 AMビル2・3階　

電話・03-5367-5430　FAX・03-5367-5431　メール・info@ jdla. jp

開催日時 2012年11月10日（土）
午後1時～5時（受付開始・午後12時30分より）

開催会場 日比谷図書文化会館
日比谷コンベンションホール
東京都千代田区日比谷公園（旧・都立日比谷図書館）

参加費 資料代1000円（学生・修習生500円）

誰のため、何のための法曹か
法科大学院と法曹養成制度をいま、問い直す

　2004年に開校した法科大学院は現在、司法試験合格率の低さ、志
願者・入学者の減少、相次ぐ撤退などにより、岐路に立っています。
　今年４月に総務省が「政策評価」を、５月には法曹養成フォーラム
が「論点整理」を、７月には日弁連が「具体的提言」を、そして文科
省が「公的支援の見直し」や「教育改善プラン」を発表するなどの中
で、８月21日の閣議で、内閣官房に「法曹養成制度関係閣僚会議」
が設置され、その下に法曹養成フォーラムを改組した「法曹養成制
度検討会議」(座長佐々木毅)が置かれました。検討会議は来年３月
までに司法試験合格者数や法科大学院の統廃合等の具体案をまとめ
るとされています。

　このままでは、法科大学院を法曹養成の中核とする方針が堅持さ
れ、強制的な統廃合により上位校だけが残され、合格率を高めるた
めに司法試験合格者数は現在の2000人レベルが維持（日弁連は３
月1500人を提言）され、「質の低下を防止」するとして実務教育・
実務教員の強化が図られることになるでしょう。

　しかし、このような「解決策」が、国民のための法曹養成、法学
研究、法学教育という観点からみて果して適切なのかどうかについ
ては、司法問題と大学問題の両面から、多面的に冷静に検証する必
要があると思われます。
　今回の司法制度研究集会は、法科大学院のために危機的になって
いる法学研究や法学研究者養成の問題、実務教育のあり方の問題、
経済的困難の中で法曹をめざす若者の意識と現状の問題、そして弁
護士の激増が市民の望む法律家を育てているかという問題など、法
科大学院と法曹養成制度をめぐる様々な課題について、参加者が問
題意識を共有し、解決の道筋について議論し、総合的な検証の出発
点になるような集いにしたいと考えております。
　会場発言も歓迎いたします。ぜひご参加下さい。お待ちしており
ます。

司法制度研究集会にご参加下さい

プログラム

第１部　基調報告
　法科大学院と法曹養成制度をいま、問い直す
　──法科大学院「堅持」でいいのか
 報告者：戒能通厚（名古屋大学名誉教授・

早稲田大学名誉教授）

第２部　問題提起・その１　現状と問題点を探る
　⑴法科大学院は豊かな法学研究・
　　法学教育の場になっているか
　　──憲法の研究者として
 報告者：浦田一郎（明治大学教授、

民主主義科学者協会法律部会理事長）

　⑵研究者養成の危機と法科大学院　　　
 報告者：吉村良一（立命館大学教授、

民主主義科学者協会法律部会副理事長、
同「法学研究・教育特別委員会」委員長）

　⑶司法修習（特に弁護実務修習）の現状と問題点
 報告者：白浜徹朗（弁護士・京都弁護士会会員）

　⑷法律家をめざす若者の意識と現状
　　──法科大学院の学費負担・給費制廃止・
　　就職難の中で
 報告者：渡部容子（弁護士・仙台弁護士会会員・

ビギナーズネット前代表）

　⑸弁護士増員と法科大学院は、
　　市民の望む法律家を育てているか
 報告者：河野真樹（『週刊法律新聞』元編集長）

第３部　問題提起・その２　改革を展望する
　法科大学院制度改革案の検討
　──問題点の整理を踏まえて
 報告者：森山文昭（弁護士・愛知県弁護士会会員・

愛知大学法科大学院教授）



◆日比谷公園内ビアレストラン
　日比谷茶廊（HIBIYA SAROH）
　電話 03-3591-2411

懇親会会場のご案内

◆日比谷図書文化会館　日比谷コンベンションホール
　東京都千代田区日比谷公園（旧・都立日比谷図書館）

会場のご案内

Information

▼東京メトロ 丸の内線・日比谷線・千代田線
　「霞ヶ関駅」 C4・B2出口より徒歩約5分

▼都営地下鉄 三田線
　「内幸町駅」 A7出口より徒歩約3分

▼東京メトロ 千代田線・日比谷線
　「日比谷駅」 A14出口より徒歩約7分

▼JR「新橋駅」  日比谷口より徒歩約12分 

アクセス

日本民主法律家協会・
第43回司法制度研究集会実行委員会　宛て

FAX・03-5367-5431

〈参加申込書〉切り取らずFAXして下さい

■第43回司法制度研究に 

 ・参加します ・参加できません

■集会終了後の懇親会に 

 ・参加します ・参加できません

ご氏名

ご連絡

■集会の内容・運営など、
　ご希望やご意見をお聞かせ下さい。


